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１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 2,102 11.9 167 △6.4 183 △4.3 107 △5.0
2025年３月期中間期 1,877 △7.1 179 △29.4 191 △26.6 113 △29.7

(注) 包括利益 2026年３月期中間期 107百万円( △2.8％) 2025年３月期中間期 110百万円(△31.6％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 99.84 ―
2025年３月期中間期 105.10 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期中間期 5,118 4,192 81.9 3,895.52

2025年３月期 5,121 4,128 80.6 3,835.61

(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 4,192百万円 2025年３月期 4,128百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 0.00 ― 40.0 40.0
2026年３月期 ― 0.00
2026年３月期(予想) ― 40.0 40.0

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,000 26.6 582 41.7 597 38.2 377 42.3 350.25

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期中間期 1,079,600株 2025年３月期 1,079,600株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 3,334株 2025年３月期 3,247株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 1,076,299株 2025年３月期中間期 1,076,369株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「連結業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境および企業収益が改善するなど、緩やかな景気回復

の傾向が継続いたしました。一方で中東・東欧の紛争長期化や米国経済政策の動向、中国経済の減速など不安定な

国際情勢等により先行き不透明な状況が続いています。オフィスマーケットにつきましては、対面でのコミュニケ

ーションを重視する動きや、人員増加を背景にオフィスの需要が高まっており、稼働率が好調となっております。

また、建設業界におきましては、工事受注は底堅く推移しているものの、資材価格の高騰や慢性的な人材不足によ

る労務費の上昇など、建築コストの増加が続いており、注視が必要な状況が継続しております。

このような状況下、当中間連結会計期間における当社グループの業績は、売上高2,102,043千円（前年同期比11.9％

増）、営業利益167,758千円（同6.4％減）、経常利益183,167千円（同4.3％減）、親会社株主に帰属する中間純利

益107,458千円（同5.0％減）となり、前年同期比増収減益となりましたが、期初の計画に対しては堅調に推移して

おります。

なお、セグメントの業績は、次のとおりであります。

（リニューアル事業)

電気設備工事が好調に推移した一方、資材や人件費高騰の影響の結果、売上高787,257千円（前年同期比15.0％

増）、セグメント利益89,479千円（前年同期比6.3％減）となりました。

（駐車場事業）

月極駐車場の契約台数増加や時間貸駐車場の稼働が好調に推移した結果、売上高783,016千円（前年同期比13.5

％増）、セグメント利益143,084千円（前年同期比8.7％増）となりました。

（施設等保守管理事業）

オフィス向けの衛生消耗品の販売や電気設備システムの保守保全事業が堅調に推移した一方、技術者確保のため

の積極的な人的投資をした結果、売上高488,656千円（前年同期比5.7％増）、セグメント利益12,549千円（前年同

期比63.3％減）となりました。

（保険代理事業）

火災保険が堅調に推移した結果、売上高43,113千円（前年同期比4.4％増）、セグメント利益26,633千円（前年

同期比9.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明
①資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ3,089千円減少いたしました。主な要因は、

現金及び預金が185,250千円増加、受取手形、売掛金及び契約資産が135,877千円増加、完成工事未収入金が

277,687千円減少したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ67,240千円減少いたしました。主な要因は、工事未払金が39,433千円減少、未

払法人税等が13,263千円減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ64,151千円増加いたしました。これは主に剰余金の配当43,054千円、親会社

株主に帰属する中間純利益107,458千円を計上したことによるものであります。

以上の結果、総資産は5,118,071千円、負債合計は925,454千円、純資産合計は4,192,617千円、自己資本比率は

81.9％、1株当たり純資産額は3,895円52銭となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は2,192,520千円（前連結会計

年度末比185,250千円増加）となりました。

営業活動により増加した資金は249,959千円（前年同期比は33,254千円増加）となりました。収入の主な内訳は、

税金等調整前中間純利益183,440千円、売上債権の減少額141,810千円、支出の主な内訳は、仕入債務の減少額

52,929千円、法人税等の支払額67,824千円であります。

投資活動により減少した資金は12,709千円（前年同期比は9,109千円増加）となりました。主な内訳は、有形固

定資産の取得による支出9,482千円であります。

財務活動により減少した資金は51,999千円（前年同期比は51,135千円減少）となりました。主な内訳は、長期借

入金の返済による支出3,834千円、配当金の支払額42,911千円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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連結業績予想につきましては、前回予想（2025年５月12日発表の「2025年３月期 決算短信」に記載）から変更

はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,007,270 2,192,520

受取手形、売掛金及び契約資産 161,149 297,026

完成工事未収入金 350,756 73,068

未成工事支出金 1,596 1,654

関係会社短期貸付金 2,000,000 2,000,000

その他 42,395 39,428

流動資産合計 4,563,167 4,603,698

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 119,698 119,698

減価償却累計額 △32,612 △36,359

建物及び構築物（純額） 87,086 83,339

機械装置及び運搬具 64,279 66,892

減価償却累計額 △61,090 △60,198

機械装置及び運搬具（純額） 3,188 6,693

土地 100,483 100,483

その他 60,308 61,298

減価償却累計額 △45,408 △46,582

その他（純額） 14,899 14,716

有形固定資産合計 205,658 205,233

無形固定資産

のれん 140,166 107,533

その他 1,923 1,790

無形固定資産合計 142,090 109,324

投資その他の資産

投資有価証券 30,000 30,000

敷金及び保証金 66,167 66,367

繰延税金資産 96,109 82,383

長期預金 14,100 17,400

その他 3,866 3,664

投資その他の資産合計 210,243 199,815

固定資産合計 557,992 514,373

資産合計 5,121,160 5,118,071



エムティジェネックス株式会社(9820) 2026年３月期 第２四半期（中間期）決算短信

ー 5 ー

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 138,930 125,435

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

1年内返済予定の長期借入金 7,668 7,668

工事未払金 173,830 134,396

未払法人税等 82,288 69,025

契約負債 54,917 47,563

預り金 6,877 6,483

賞与引当金 54,915 48,219

資産除去債務 3,427 3,427

その他 98,130 96,824

流動負債合計 630,985 549,044

固定負債

社債 40,000 35,000

長期借入金 44,657 40,823

長期預り敷金 133,287 151,039

退職給付に係る負債 108,296 110,368

役員退職慰労引当金 15,466 16,366

資産除去債務 13,100 13,100

その他 6,901 9,711

固定負債合計 361,709 376,409

負債合計 992,694 925,454

純資産の部

株主資本

資本金 1,072,060 1,072,060

利益剰余金 3,068,317 3,132,722

自己株式 △11,911 △12,164

株主資本合計 4,128,465 4,192,617

純資産合計 4,128,465 4,192,617

負債純資産合計 5,121,160 5,118,071
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 1,877,831 2,102,043

売上原価 1,400,875 1,616,082

売上総利益 476,956 485,961

販売費及び一般管理費 ※1 297,754 ※1 318,202

営業利益 179,201 167,758

営業外収益

受取利息 6,222 10,612

受取配当金 893 821

投資有価証券売却益 3,871 －

雑収入 831 3,634

その他 569 643

営業外収益合計 12,388 15,711

営業外費用

支払利息 207 157

電子記録債権売却損 － 144

営業外費用合計 207 302

経常利益 191,382 183,167

特別利益

固定資産売却益 － 272

特別利益合計 － 272

税金等調整前中間純利益 191,382 183,440

法人税、住民税及び事業税 62,648 62,255

法人税等調整額 15,606 13,725

法人税等合計 78,254 75,981

中間純利益 113,127 107,458

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 113,127 107,458
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 113,127 107,458

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,622 －

その他の包括利益合計 △2,622 －

中間包括利益 110,505 107,458

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 110,505 107,458

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 191,382 183,440

減価償却費 9,423 10,514

のれん償却額 32,632 32,632

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,029 △6,696

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △4,633 2,072

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 900 900

受取利息及び受取配当金 △7,115 △11,433

売上債権の増減額（△は増加） 153,984 141,810

棚卸資産の増減額（△は増加） 583 △57

その他の流動資産の増減額（△は増加） △168 3,046

その他の流動負債の増減額（△は減少） 1,820 △7,730

仕入債務の増減額（△は減少） △65,059 △52,929

預り金の増減額（△は減少） △5,390 △393

未払費用の増減額（△は減少） 765 △1,341

その他 10,911 12,620

小計 312,007 306,455

利息及び配当金の受取額 7,169 11,433

利息の支払額 － △104

法人税等の支払額 △102,471 △67,824

営業活動によるキャッシュ・フロー 216,704 249,959

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却による収入 8,113 －

有形固定資産の売却による収入 － 272

有形固定資産の取得による支出 △4,478 △9,482

定期預金の増減額（△は増加） △6,600 △3,300

その他 △635 △200

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,599 △12,709

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △55,074 △3,834

社債の償還による支出 △5,000 △5,000

配当金の支払額 △42,857 △42,911

その他 △203 △253

財務活動によるキャッシュ・フロー △103,134 △51,999

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 109,970 185,250

現金及び現金同等物の期首残高 1,835,769 2,007,270

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1 1,945,739 ※1 2,192,520
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

中間連結

損益計算書

計上額リニューアル 駐車場
施設等

保守管理
保険代理 合計

売上高

外部顧客への売上高 684,447 689,618 462,450 41,315 1,877,831 ― 1,877,831

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 684,447 689,618 462,450 41,315 1,877,831 ― 1,877,831

セグメント利益 95,512 131,667 34,148 24,259 285,586 △106,385 179,201

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、各事業に帰属しない管理部門の一般管理費であります。

２．各報告セグメントの外部顧客への売上高は、顧客との契約から生じる収益であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

中間連結

損益計算書

計上額リニューアル 駐車場
施設等

保守管理
保険代理 合計

売上高

外部顧客への売上高 787,257 783,016 488,656 43,113 2,102,043 ― 2,102,043

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 787,257 783,016 488,656 43,113 2,102,043 ― 2,102,043

セグメント利益 89,479 143,084 12,549 26,633 271,747 △103,989 167,758

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、各事業に帰属しない管理部門の一般管理費であります。

２．各報告セグメントの外部顧客への売上高は、顧客との契約から生じる収益であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。


